
木曜クラス 金曜クラス 土曜クラス

 9:00～11:00  9:30～11:30  12:00～14:00

1
オリエンテーション
自己紹介＆体験アンケート

10/15 10/16 10/17
・講座の目的等の説明
・受講生同士の親睦

2
千葉市の（観光及び）特産品の
紹介とボランティア活動

10/22 10/23 10/24
・市の特産品や食を扱っているNPO・ボランティア
　グループの紹介をし、「こんなところにもボランティア」と
　いうことを認識する

千葉市観光協会

3 千葉市の歴史と魅力 10/29 10/30 10/31
・千葉市の「歴史と現在の姿」や「観光スポット」等を知る
　ことで、自分が住む地域への興味を持つ

千葉市立郷土博物館
総括主任研究員

11/12
郷土博物
館

11/13
加曽利貝
塚博物館

11/14
動物公園

10:00～12:00 10:00～12:00 10:00～12:00

９：００～１１：００ ９：３０～１１：３０ １２：００～１４：００

8 実地体験に向けて 11/26 11/27 11/28
・実地体験先別のグループに分かれて準備をしたり、
　どういった活動の工夫ができるかなどを話し合い、
　全体で共有する

千葉市民活動支援センター

9
実地体験①
地域活動の現状

11/29～
12/16

11/29～
12/16

11/29～
12/16

・現場の雰囲気、活動の大変さ、面白さ、相手の反応、活動者
の話、活動の実感　などを学ぶ

団体の中で実地体験につな
がる施設・団体

自主講座①
１２/3
12/10

12/4
12/11

12/5
1212

・自分たちが考えたボランティア活動を高めるために
　工夫し、実地体験に向けて学ぶ

10
ボランティア・市民活動の
情報収集他

12/17 12/18 12/19
・ボランティア・市民活動の情報収集を学ぶ
・実地体験①の感想等を共有して、実地体験②に向け
　た準備や工夫を考える

千葉市民活動支援センター

11
実地体験②
自分の地域の課題

1/12～2/3 1/12～2/3 1/12～2/3
・実地体験は①と同じ 団体の中で実地体験につな

がる施設・団体

自主講座②
1/14
1/21

1/15
1/22

1/16
２/６

・自分たちが考えたボランティア活動を試行する

12 実地体験の振り返り 2/4 2/12 2/13
・自分が実地体験で得たこと（気づきや学び）を整理する
・グループごとに、次回の報告会に向け、発表の準備を
　する

千葉市民活動支援センター

13 実地体験の報告会 2/18 2/19 2/20
・実地体験の成果をグループ単位で発表する
・積極的に発表することで、人前で話をする力を身に
　つける

千葉市民活動支援センター

14 団体の立ち上げ方 2/25 2/26 2/27
・任意団体やＮＰＯ法人の立ち上げ方のポイントについて
　学ぶ
・グループを立ち上げるための話し合い（演習）

千葉市民活動支援センター

15
全体の振り返り
修了式

3/4 3/5 3/6
・全員から、感想、学びの成果、今後やってみたい活動
　などの発表
・講師からの講評や質疑応答

千葉市民活動支援センター

＊実地体験①②は、実地体験先の指定日時で行う

10:00～12:00

5 観光ボランティア活動の見学

・千葉市の名所（史跡等）を見学し、そこで活躍する
　ボランティア活動を見聞し、やりがいに触れる。
・次回からの「マッチングの会」①②、「実地体験に
　向けて」についての説明

郷土博物館
加曽利貝塚博物館
動物公園
（１か所選択、
　希望者は複数選択可）

6・7 マッチングの会①②

11/19～21
ハーモニープラザ分館

（講習室３．４）

・活動中のボランティア団体等と直接触れ合うことで、
　多くの団体が幅広いフィールドで活躍していることを
　実感し、その後の実地体験の団体選びの参考にする

5団体×3
3日間（木金土）
（２日以上）

4 ボランティア・地域活動の現状

11/7(土)
ハーモニープラザ分館
（ハーモニーホール）

・多くのボランティア・地域活動の担い手が不足している
　実例と、活動が継続できないとどうなるかという現状
　予測を伝え、ボランティアの必要性を認識する
・コミュニティビジネス、事業型ＮＰＯ、有償ボランティアに
　ついて学ぶ

敬愛大学講師
松藤和生先生

基礎コース

回数 講座名 内容 講師等

別紙１



回数 講座名 土曜日
9:00～11：00

内容 講師等

1
オリエンテーション・自己紹介
目標設定

11/21
講座の目的等の説明
受講生同士の親睦

2

地域課題を発掘するとどんな
良いことが起こるのか
～住みやすい地域づくりを
　　めざして～

11/28

・「自分たちが住んでいる地域の課題は何なのか」を主体的
　に把握する
・地域の特色をつかんで魅力に転換し、もっと楽しく
　住みやすい地域にするために工夫する
・コミュニティビジネス、事業型ＮＰＯ、有償ボランティアに
　ついて学ぶ

千葉大学大学院
社会科学研究院教
授
関谷　昇先生

3 地域活動事例 12/5
・活動事例や地域課題事例から学び、今後自分で
　地域課題を把握するための参考にする

千葉市民活動・市民
事業サポートクラブ

4
地域の課題を予測する

12/12
・課題の「みつけかた」のヒントを学ぶことで、課題を見つけ
　られるようになることを目指す
・データを基に予測する方法を学ぶ

千葉市民活動・市民
事業サポートクラブ

5
地域で支え合う活動事例を
学ぼう１

12/19
・先進的な活動をしている団体の代表者の話を聞き、
　立ち上げの工夫や地域活動の大切さを知る

こてはし台・横戸台ボ
ランティアの会
ＮＰＯ法人福祉の街美
浜をつくる会

6 わがまちアセスメント 1/9

・自分の居住区域をアセスメントする
・自分で調べた情報と、市などのデータをもとに、起こり得る
　課題やリスクを考える
・自分の地域を見つめ直す

千葉市民活動・市民
事業サポートクラブ

7 アセスメント結果の発表 1/16
・6回目の内容を発表し、共有することで課題例や見つけ方につい
てより多くの適切情報を得る。

千葉市民活動・市民
事業サポートクラブ

8
【ワークショップ】
活動の始め方①　課題のみつけ
かた

1/23
・実際に地域にかえってどのように課題を発掘していくのか、
　手法を学ぶ（会議、アンケートやその注意点など）

千葉市生活支援コー
ディネーター

9
【ワークショップ】
活動の始め方②　仲間の作り方

1/30
・新しいことを始めるときにいかに周りの人をうまく巻き込むか
　を学び、実際にメンバーをそろえて活動を始めることを
　目指す

千葉市生活支援コー
ディネーター

10
【ワークショップ】
活動の始め方③
　人・モノ・資金・情報

2/6
・地域の活動を支援してくれる機関や団体を知る
・資金繰りの方法と、具体的な公的支援の種類を学ぶ

千葉市民活動支援セ
ンター

11
【ワークショップ】
活動の始め方④　リードのしか
た・会議進行

2/13
・大勢をまとめる手法、多数の意見をまとめて、前向きな
　方向にもっていくための手法など、人をまとめるノウハウを
　学んでリーダーを目指す

千葉市生活支援コー
ディネーター

12
【ワークショップ】
活動の始め方⑤　継続するため
に

2/20
・活動の継続が難しい理由を知り、継続するためにどうしたら
　良いかを学ぶ

千葉市生活支援コー
ディネーター

13
地域で支え合う活動事例を
学ぼう2

2/27

・先進的な活動をしている団体の代表者の話を聞き、
　立ち上げのきっかけ、モチベーションの維持や活動の
　仕方の参考にする
(現地見学）

加曽利地区部会「助
ける会」
支え合い街づくり「おお
かぶ会」

14 夢（今後の活動）をまとめる 3/6
・自分は地域をどうしたいかをまとめる
・15回の発表に向けた資料作成

千葉市生活支援コー
ディネーター

15 発表・修了式 3/13 ・14回の発表と決意表明
千葉市生活支援コー
ディネーター

ステップアップコース


